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同
和
問
題
と
は「
同
和
地
区
に
住
ん
で
い

る
」「
同
和
地
区
出
身
で
あ
る
」な
ど
の
理
由

で
、
結
婚
、
就
職
な
ど
日
常
の
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
基
本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ
る
、

わ
が
国
固
有
の
人
権
問
題
で
す
。
福
岡
県

で
は
毎
年
7
月
を「
同
和
問
題
啓
発
強
調
月

間
」と
定
め
、
部
落
差
別
を
な
く
す
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

▼
部
落
差
別
の
な
い
社
会
を
め
ざ
し
て

　
昭
和
40
年
、
同
和
問
題
の
解
決
は
国

お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
で
あ
り
、

同
時
に
国
民
的
課
題
で
あ
る
こ
と
を
明

記
し
た「
同
和
対
策
審
議
会
答
申
」が
出

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
基
本
認
識
の
も
と
、

わ
が
国
で
は
同
和
問
題
の
早
期
解
決
を

目
指
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
令
和
7
年
の
今
年

は
、
答
申
か
ら
60
年
目
に
あ
た
る
節
目

の
年
で
す
。

　
し
か
し
、
私
た
ち
の
社
会
に
は
、
依

然
と
し
て
部
落
差
別
が
存
在
し
て
い
ま

す
。
国
は
平
成
28
年
に「
部
落
差
別
の
解

消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」を
施
行
し
ま

し
た
。
そ
れ
を
受
け
、
市
は
令
和
元
年

に「
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ

る
差
別
の
撤
廃
を
め
ざ
す
人
権
擁
護
条

例
」を
施
行
し
、
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▼
市
民
意
識
調
査
か
ら
考
え
る

　
近
年
、
S
N
S
を
は
じ
め
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
け
る
誹
謗
中
傷
や

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
等
が
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
和
問
題
に
つ
い

て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
差

別
的
情
報
の
拡
散
が
深
刻
化
し
て
い
ま

す
。
令
和
2
年
に
市
が
行
っ
た「
人
権

問
題
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
」で
は
、

6
9
.
3
％
の
人
が「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
発
言
が
原
因
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
こ
と
」を
問
題
視

し
て
い
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
同
調
査
の「
同
和
問
題
の
解
決
に
ど

の
よ
う
な
施
策
や
取
り
組
み
が
重
要
と

思
う
か
」の
問
い
に
対
し
て
は「
わ
ざ
わ

ざ
と
り
あ
げ
な
い
で
、
そ
っ
と
し
て
お

く
方
が
よ
い
」と
い
う
、
い
わ
ゆ
る『
寝

た
子
を
起
こ
す
な
』論
を
選
ん
だ
割
合
が

2
8
.
7
％
で
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
が
進
ん
だ

今
日
で
は
、
い
つ
で
も
誰
で
も
、
同
和
問

題
に
関
す
る
情
報
に
ふ
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
偏
見
や
差
別

意
識
に
基
づ
く
誤
っ
た
書
き
込
み
等
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
で
、
同
じ
問
い
に
対
し「
教
育
で

正
し
い
知
識
を
教
え
る
」を
選
ん
だ
割

合
は
4
9
.
3
％
で
し
た
。
正
し
い
学

び
が
差
別
を
な
く
し
、
同
和
問
題
の
解

決
に
つ
な
が
る
と
い
う
回
答
が
最
も
多

か
っ
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
の
場
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
参
加

し
て
み
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
。

7
月
は
福
岡
県
同
和
問
題
啓
発

強
調
月
間
で
す

権なぜ 人 － かけがえのない命が輝くまちづくりをめざして －
■ 問い合わせ：人権・同和政策・男女共同参画推進課（☎ 23-1490）

なぜ

人権のまちづくり市民の集い2025開催
【演題】「マイノリティこそ世界を変えられる挑戦者」

▶日時：	７月１７日（木）19時～
	 （18時30分開場）
▶講師：	太田遊人
	 （シンガーソングライター）
▶場所：	おりなす八女
	 はちひめホール

詳細はチラシや市ホームページ
をご参照ください。

入場
無料
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「ネットトラブルの専
門家に相談したい」

違法・有害情報
相談センター

総務省 法務省 セーファーインターネット協会
（民間機関）

警察庁

「人権問題の専門機
関に相談したい」

人権相談

（☎0570-003-110）

「プロバイダ等に削除
を促してほしい」

誹謗中傷
ホットライン

「有害情報を通報し
たい」

セーフライン

「違法情報を削除した
い」
インターネット・
ホットライン
センター

インターネット上の書き込み等で困ったら

上記以外には、法テラス（☎0570-0
おなやみなし
78374）等でも情報提供しています。

市人権・同和教育啓発センターでも相談を受け付けています。（☎24-8977）

権利侵害等への対処に関する法律が
改正されました。

情報流通プラットフォーム対処法
（旧プロバイダ責任制限法）

「特定電気通信による情報の流通によって発生する権利侵害等への対処に関する法律」
　インターネット上の誹謗中傷などの投稿について、SNSの運営事業者に対し、被害を受
けた人への迅速な対応を求める改正法が令和７年4月1日に施行されました。
　この法律は、大規模な SNS事業者に対して、誹謗中傷や権利侵害に関して本人から申し
出を受けた場合、7日以内に対応を判断し、その結果を通知することを義務づけています。

心配

不安も
インターネ

ット上の書
き込みによ

る

誹謗中傷・
プライバシ

ー侵害


